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平
成
７
年
１
月
17
日
、
阪
神
淡
路
大
震
災

が
発
生
し
ま
し
た
。
６
千
人
を
超
え
る
人
が

亡
く
な
り
、
前
触
れ
も
な
く
起
こ
る
地
震
災

害
の
恐
ろ
し
さ
を
日
本
中
が
思
い
知
ら
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
現
在
ま
で
の
10
年
余
り

の
間
に
も
、
負
傷
者
を
出
し
た
地
震
は
日
本

国
内
だ
け
で
１
０
４
回
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

幸
い
五
條
市
で
は
近
年
大
き
な
地
震
被
害

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
奈
良
県
全
域
は
近

い
将
来
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
東
南
海
・

南
海
地
震
の
防
災
対
策
推
進
地
域
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
発
生
の
確
率
は
低
い
と

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
奈
良
県
内
お
よ
び

奈
良
県
周
辺
に
は
直
下
型
地
震
を
引
き
お
こ

す
活
断
層
が
多
数
存
在
し
ま
す
。

　

地
震
の
発
生
を
予
測
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
地
震
に

対
し
て
我
々
は
ど
の
よ
う
に
備
え
れ
ば
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。

　

五
條
市
で
は
毎
年
７
月
の
第
１
土
曜
日
に

防
災
訓
練
を
実
施
し
、
防
災
関
係
団
体
と
共

に
大
規
模
災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
７
月
５
日
、
吉
野
川
河
川
敷
で

五
條
市
防
災
訓
練
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
午
前
８
時
00
分
に
紀
伊
水
道

沖
を
震
源
と
す
る
震
度
６
強
を
記
録
す
る
地

震
が
発
生
し
た
状
況
を
想
定
し
、
被
害
情
報

の
収
集
や
避
難
所
の
開
設
、
け
が
人
の
応
急

措
置
、
さ
ら
に
は
大
規
模
火
災
の
発
生
を
想

定
し
消
防
団
に
よ
る
消
火
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

消
防
本
部
、
消
防
団
、
赤
十
字
奉
仕
団
、

自
衛
隊
、
奈
良
県
防
災
航
空
隊
、
奈
良
県
警
、

五
條
病
院
、
五
條
土
木
事
務
所
な
ど
、
多
数

の
関
係
機
関
が
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮

し
、
被
害
想
定
に
迅
速
に
対
応
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
阪
神
淡
路
大
震
災
を
振
り
返
る
と
、

１
月
17
日
早
朝
の
地
震
発
生
当
日
の
午
前
中

に
４
，
４
６
１
人（
全
被
害
者
の
約
81
％
）、

当
日
の
午
後
を
合
わ
せ
る
と
５
，
１
７
５
人

（
約
94
％
）と
，
ほ
と
ん
ど
の
犠
牲
者
が
地
震

当
日
に
死
亡
し
ま
し
た
。
大
規
模
災
害
で
道

路
が
寸
断
し
、
電
話
な
ど
の
通
信
手
段
が
ふ

く
そ
う
し
た
場
合
、
過
去
の
震
災
と
同
様
に
、

防
災
関
係
機
関
の
救
助
や
復
旧
は
数
日
後
と

な
り
、
救
助
が
間
に
合
わ
な
い
可
能
性
が
高

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
災
害
の
被
害
を
軽
減
す
る
た
め

に
は
、「
自
助
、
共
助
、
公
助
」が
重
要
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
第
一
に「
自
助
」は
自

ら
の
命
を
自
分
で
守
る
こ
と
。第
二
に「
共
助
」

と
は
家
族
や
隣
近
所
を
助
け
、
お
互
い
を
守

る
こ
と
。
第
三
に「
公
助
」は
行
政
が
個
人
や

地
域
を
支
援
し
た
り
、
自
助
・
共
助
で
は
解

決
で
き
な
い
仕
事
を
す
る
こ
と
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
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地震災害の歴史（明治以降）
発生年月日 Ｍ 地震名 死者

不明者
最大
震度

最大震度を観測
した観測点（地方）

明治５（1872）年
３月14日 7.1 浜田地震 死者約550 不明 −

明治24（1891）年
10月28日 8 濃尾地震 死者7,273 −6 岐阜、愛知、滋賀、

三重県の一部
明治27（1894）年
10月22日 7 庄内地震 死者726 −5 山形県の西部

明治29（1896）年
６月15日 8.5 明治三陸地震 死者21,959 （2～3） 岩手県を中心に北海道、東北地方

明治29（1896）年
８月31日 7.2 陸羽地震 死者209 −5 秋田、岩手、山形県

の一部
大正12（1923）年

９月1日 7.9 関東地震
（関東大震災）

死・不明
10万5千余 −6 東京都東京など６点

大正14（1925）年
５月23日 6.8 北但馬地震 死者428 −6 兵庫県豊岡

昭和２（1927）年
３月７日 7.3 北丹後地震 死者2,925 6 京都府宮津測候所な

ど２点
昭和５（1930）年
11月26日 7.3 北伊豆地震 死者272 6 静岡県三島市東本町

昭和８（1933）年
３月３日 8.1 昭和三陸地震 死・不明3,064 5 岩手県宮古市鍬ヶ崎

など６点
昭和18（1943）年
９月10日 7.2 鳥取地震 死者1,083 6 鳥取県鳥取市吉方

昭和19（1944）年
12月７日 7.9 東南海地震 死・不明1,223 6 三重県津市島崎町な

ど２点
昭和20（1945）年
１月13日 6.8 三河地震 死者2,306 5 三重県津市島崎町

昭和21（1946）年
12月21日 8 南海地震 死者1,330 5 和歌山県串本町潮岬

など17点
昭和23（1948）年
６月28日 7.1 福井地震 死者3,769 6 福井県福井市豊島

昭和35（1960）年
５月23日 9.5 チリ地震津波 死・不明142 − 震度１以上を観測し

た地点なし
昭和58（1983）年
５月26日 7.7 日本海中部地震 死者104 5 秋田県秋田市山王な

ど３点
平成５（1993）年
７月12日 7.8 北海道南西沖地震 死者202

不明28 5 北海道寿都町新栄な
ど４点

平成７（1995）年
１月17日 7.3 兵庫県南部地震

（阪神・淡路大震災）
死者6,434
不明3 7 神戸市等阪神淡路地

域
平成12（2000）年
10月６日 7.3 鳥取県西部地震 負182 6強 鳥取県西部

平成13（2001）年
３月24日 6.7 芸予地震 死2

負288 6弱 安芸灘

平成15（2003）年
９月26日 8 十勝沖地震 死1不明1

負849 6弱 釧路沖〔十勝沖〕

平成16（2004）年
10月23日 6.8 新潟県中越地震 死68

負4,805 7 新潟県中越地方

平成19（2007）年
３月25日 6.9 能登半島地震 死1

負356 6強 能登半島沖

平成19（2007）年
７月16日 6.8 新潟県中越沖地震 死15

負2,345 6強 新潟県上中越沖

平成20（2008）年
６月14日 7.2 岩手・宮城内陸地

震 死・不明23 6強 岩手県内陸

　

家
族
や
地
域
を
守
る
た
め
に
も
、
ま
ず
自

分
が
地
震
の
被
害
か
ら
生
き
残
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
自
ら
の
命
を
守
る
た
め
に
、　

職
場
や
自
宅
の
安
全
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
死
者
の
80
％
、

約
５
，
０
０
０
人
の
人
々
が
、
倒
壊
し
た
家

屋
や
家
具
、
家
電
製
品
の
下
敷
き
と
な
り
、

圧
死
・
窒
息
死
に
よ
り
死
亡
し
ま
し
た
。
寝

室
に
あ
る
家
具
や
家
電
製
品
を
移
動
し
、
転

倒
を
防
止
す
る
ほ
ん
の
少
し
の
工
夫
で
、
命

が
救
わ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
自
宅
や
職

場
の
家
具
な
ど
の
配
置
を
見
直
し
、
安
全
に

避
難
す
る
方
法
を
考
え
て
、
地
震
に
冷
静
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
意
識
し
て
お

く
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

ま
た
大
規
模
災
害
時
に
は
電
話
が
ふ
く
そ

う
し
、
家
族
や
友
人
の
安
否
が
確
認
で
き
な

い
状
況
も
発
生
し
ま
す
。
地
震
が
起
こ
っ
た

ら
ど
う
や
っ
て
連
絡
を
と
る
か
、
ど
こ
に
避

難
す
る
か
を
家
族
で
話
し
合
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
１
７
１
災
害
時
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

（h
ttp
://w

w
w
.n
tt-w

e
s
t.c
o
.jp
/

dengon/)

も
電
話
が
通
じ
な
い
と
き
の
安

否
確
認
に
利
用
で
き
ま
す
。

　

震
災
で
は
、
倒
壊
家
屋
の
下
か
ら
救
出
さ

れ
た
人
の
３
／
４
は
、
地
域
住
民
が
助
け
出

し
た
と
言
わ
れ
、「
共
助
」の
力
が
見
直
さ
れ
る

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
淡
路
島
の
北
淡
町
で
は
、
約
６
割

の
家
屋
が
倒
壊
し
、
多
く
の
住
民
が
生
き
埋

め
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
地
域
の
結
び
つ

き
が
強
く
、
生
き
埋
め
に
な
っ
た
人
の
位
置

を
近
隣
住
民
が
的
確
に
把
握
し
て
い
た
た
め
、

地
震
発
生
か
ら
80
時
間
の
間
に
、
生
き
埋
め

に
な
っ
た
３
０
０
人
全
員
を
消
防
団
や
住
民

が
中
心
と
な
っ
て
救
助
し
、
犠
牲
者
を
最
小

限
に
食
い
止
め
ま
し
た
。

　

五
條
市
で
も
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
防
災

活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

各
地
区
の
市
民
が
組
織
す
る
自
主
防
災
会

は
奈
良
県
下
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
組
織
率

を
誇
り
、
市
や
消
防
本
部
、
消
防
団
、
赤
十

字
奉
仕
団
な
ど
の
関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ

た
防
災
訓
練
や
救
急
救
命
講
習
、
地
図
上
で

災
害
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
図
上
訓
練

な
ど
、
自
主
防
災
会
の
リ
ー
ダ
ー
が
中
心
と

な
っ
て
地
域
の
防
災
力
向
上
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
家
族
を
守
り
、
地
域
を
守
る
た
め
、

み
な
さ
ん
も
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

近
年
奈
良
県
で
は
大
き
な
地
震
が
発
生
し

て
い
な
い
た
め
、
私
た
ち
の
住
む
地
域
は
地

震
と
縁
遠
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
、

地
震
の
歴
史
を
ふ
り
か
え
る
と
、
そ
の
記
録

は
奈
良
県
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

最
も
古
い
地
震
の
記
録
は
、
西
暦
４
１
６

年
８
月
23
日
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
こ
れ
は

「
日
本
書
紀
」に「
な
い
ふ
る
」（“
な
い
”地
面

の
こ
と
で
、“
ふ
る
”は
揺
れ
る
と
い
う
意
味
）

と
記
さ
れ
た
、
当
時
の
大
和
国
、
私
た
ち
が

住
む
奈
良
県
で
発
生
し
た
地
震
の
記
録
で
す
。

ま
た
５
９
９
年
５
月
28
日
に
発
生
し
た
地
震

に
よ
り
、
家
屋
の
倒
壊
な
ど
地
震
の
被
害
の

記
録
が
は
じ
め
て
書
き
残
さ
れ
ま
し
た
が
、

こ
れ
も
奈
良
県
で
発
生
し
た
地
震
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
数
百
年
、
数
千
年
前
か
ら
地
震
は

繰
り
返
し
発
生
し
、
被
害
を
出
し
て
い
ま
す
。

近
辺
に
存
在
す
る
活
断
層
を
見
て
も
、
こ
の

五
條
市
は
決
し
て
地
震
に
縁
の
な
い
地
域
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

地
震
は
長
い
周
期
で
繰
り
返
さ
れ
、
発
生

す
る
時
期
や
被
害
を
予
測
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
台
風
な
ど
に
比
べ
十
分
な
対
策

を
と
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
し
か
し
地
震
は

必
ず
起
こ
り
ま
す
。
そ
れ
が
今
日
で
あ
っ
て

も
、
明
日
で
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
大
規
模
地
震
は
、
人
間
の
手
で
食
い

止
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
被
害
を
ゼ
ロ
に

す
る
こ
と
も
不
可
能
で
す
が
、
被
害
の
程
度

を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
よ
う
、「
自
助
、
共

助
、
公
助
」の
力
が
一
体
と
な
っ
て
地
震
に

対
し
て
の
備
え
を
行
い
、
自
分
自
身
、
家
族
、

隣
近
所
、
地
域
を
守
る
た
め
、
日
頃
か
ら
地

震
が
発
生
し
た
と
き
の
対
処
の
方
法
を
考
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

�



カナダの旅行案内
　先週「語学指導等を行う外国青年招致事業（ＪＥＴ(ジェット)プログ
ラム）」の国際芸術祭に参加したとき、たくさんの日本人がカナダ館にやっ
てきました。カナダへ旅行にいくなら、どこが良いのかを知りたがって
いました。だから、ぼくがみなさんにアドバイスしたいと思います。
　個人的には、カナダでもっともきれいで景色の良いところは、ブリ
ティッシュ・コロンビア州だと思います。その自然な風景は、木に覆(お
お)われた山や長い川、きれいな水をたたえた湖、そしてもちろんきれい
な海によって特徴づけられています。春と夏の間は、ブリティッシュ・コ
ロンビア州のバンクーバがカナダでもっとも良い場所だと思います。
　けれども秋と冬には多かれ少なかれ、絶えず雨が降り続くのでお勧め
できません。秋と冬にはケベック地方の特に、モントリオール市とケベッ
ク市が、訪れるのに適した場所ではないかと思います。9月下旬の紅葉、
12月初旬の地表を覆い始める雪は断然、見る価値のある景色です。
　もしあなたが冒険好きなら、１年中野外の活動ができるカナディアン
ロッキーへ行くことをお勧めします。期待を裏切らないと約束できます
よ！

＊この記事は、ＡＬＴの書いた英文を訳したものです。
　英語版は中央公民館にあります。

こんにちは
クリストファー・カリーク
外国語指導助手（ALT）

です

　製材所や鉄工所などの３相200ボルトの電動機を円滑に回転させるために使用される低圧
進相コンデンサは、温度、過電圧、過電流の影響を受けやすく、昭和50年（1975年）以前の
ものは保安装置が内蔵されていません｡
  ６月から８月の高温多湿の時期になると、コンデンサ内の熱が空気中に放熱されにくく絶
縁劣化が進み、短絡・発熱して火災に至ることがあります｡
  製材所や鉄工所以外にも、一般家庭でもエアコンなどで使用されていることがあるため、
専門業者にご確認の上、昭和50年（1975年）以前に製造された低圧進相コンデンサは新しい
製品に取り替えることをお勧めします｡

全国大会出場
五條市消防本部救助隊
　第２１回奈良県消防長会消防救助技術指導会が、６月１９日に奈良
市消防局で行われました。
　大会には、奈良県下の消防本部救助隊が出場し、ほふく救出（※）の
部で、参加した１６隊の救助隊のうち、五條市消防本部救助隊の１隊
（柿本啓行、吉田正博、西村英信各隊員）が厳しい訓練の成果を十分に
発揮し、優勝しました。３人の隊員は、８月２９日に北九州市で行わ
れる第３７回全国消防救助技術大会へ出場します。
※「ほふく救出」とは、隊員３名１組で、８メートルの煙道内の要救助者を２名が協力し
て救助し、安全性・確実性と併せて所要時間を競う訓練種目です。

「低圧進相コンデンサの劣化に注意してください！」

�国際交流



五條市消防本部　☎22・3310

エフ・エー・テックで消防訓練を実施
　五條市消防本部では、危険物安全週間に伴い、６月１０日にエフ・
エー・テック（テクノパークなら）において消防総合訓練を実施しまし
た。訓練は工場1階から出火した想定で、従業員による１１９番通報、
初期消火、避難訓練などが行われました。訓練では救助隊員による救
出訓練ならびに救急隊員による救命処置が施され、次に消防団と合同
で放水訓練が行われました。参加者は訓練に真剣に取り組み、防火管
理体制の強化と防火意識の高揚を図りました。

熱中症に注意しましょう
　暑さや熱によって体に障害が起こることを熱中症といいます。重症の熱中症は緊急を要する危険な状態で、毎年多くの
人が命を落としています。（熱中症は炎天下で運動したときだけでなく、クーラーの無い暑い室内や車内に長時間いるだけ
でも熱中症になります）
■熱中症の症状
　①手足の筋肉に痛みを訴えたり、筋肉が硬直したりする
　②具合が悪くなり、体がだるくなる、気分が悪くなり吐

き気がする、頭痛やめまいがする

　③立ちくらみや、頭がボーッとして注意力が散漫になる
　④不自然な言動がみられる

■熱中症にならないために
　①屋外では帽子をかぶる
　②風通しのよいゆったりした服を着る
　③運動時には休憩を多めにとる
　④水分と塩分を充分補給する（スポーツドリンクなど）

■熱中症の応急手当の方法
　①涼しい環境に避難させる
　②衣服を脱がせ、体を冷やす
　③水分、塩分を補給する
　④楽な体位にする

救える命、そのために
９月９日（救急の日）に救命講習会を開催します
　愛する家族や友人が、突然の病気やケガにおそわれ心臓や呼吸が止まった時、あなたに何ができますか？講習会に
参加し、心臓マッサージや人工呼吸、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の取り扱いをマスターし、愛する人を救いましょう。
■日時　９月６日（土）　午後１時から（約３時間）
■場所　カルム五條
■定員　先着で５０人程度
■受講料　無料
■その他　軽い運動のできる服装で参加してください。
■申込・問合先　五條市消防本部　警防救急課　　☎２２・３３１０
　　　　　　　　保健福祉センター　庶務医療係　☎２５・２６３１

水の事故から命を守る
　海や川でのレジャーシーズンがやってきました。楽しい水遊びで水の
事故に会わないよう十分注意し、水難事故から大切な命を守りましょう。

■泳ぐ前の健康チェック
　▽体調はいいか　　　　　　▽睡眠は充分か
　▽食事の直後は泳がない　　▽準備体操はしっかりと

■万が一おぼれている人を見つけたときは
　▽一人で助けようとしないで付近の人に助けを求める。
　▽すみやかに消防署へ１１９番通報をする。 
　▽浮き輪等があれば近くに投げる。
　▽棒などがあれば差し伸べ、岸から救助するなど安全な方法を考える。まず、泳がないで助ける方法を考える
　　※不用意に泳いで助けると犠牲者を増やす結果になることがありますので注意してください。
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チャリティー記念講演会

　中央公民館利用団体連絡協議会（榮林末次会長）主催
の「ふれあいプラザ２００８」が６月２８日市民会館で
開催され、会員ら約４００人が俳優の千葉真一氏、レッ
ツゴー三匹長作氏の歌やトークショーに耳を傾けまし
た。
　このふれあいプラザは、会員相互の親睦と、チャリ
ティー収益金の一部を福祉基金および岩手・宮城内陸
地震、中国の四川大地震で被害を受けた皆さんに義援
金を送る目的で開催されたものです。

千葉真一さん、レッツゴー三匹長作さんが講演

華麗なテクニックを披露

　６月２９日、吉野川上流でフリースタイルカヤック
全日本選手権が開催されました。
　フリースタイルカヤックは、カヌー（カヤック）を使
用して川の波やうねりで船を縦・横回転させ、様々な
技を競う競技です。前日からの雨により水位が上がっ
た吉野川で、選手の皆さんは迫力ある技を披露しまし
た。
　日本選手権を勝ち進んだ選手は、ワールドカップの
ナショナルチームとして、ヨーロッパで開催される世
界大会に出場します。

フリースタイルカヤック全日本選手権

目指せ日本一

　奈良県予選を勝ち抜き、高校総体に出場するバレー
ボール部のキャプテン杉崎礼菜さんと、副キャプテン
の森村理沙さんが表敬訪問に訪れました。
　五條高校バレーボール部は平成１８年春高バレー選
手権奈良県予選準優勝、平成１９年は全国高校総体県
予選準優勝、県新人大会優勝、春季選手権優勝と実力
をつけ、日々の練習を重ねて今年初めて高校総体への
出場を勝ち取りました。
　また、７月24日に五條市役所で壮行会を開催し、選
手の皆さんを激励しました。
　高校総体は８月２日、埼玉県川越市で開会します。

五條高校バレー部が表敬訪問

第２６回市民球技大会 競技の結果をお知らせします。
　５月１１日（日）から開催された市民球技大会の結果は次のとおりです。

　　　

■サッカーの部（6月14日）
　（中学生の部）　優　勝　　五條西中学校　
　　　　　　　　準優勝　　五條中学校

■ゲートボールの部（6月28日）
　優　勝　　上之　チーム
　準優勝　　健親会　チーム
　第３位　　下之　チーム

�五條ニュース



天誅組の書籍・文献

　今は手に入れることが困難な天誅組関係の書籍や文献
が、天理市に在住の中村廸也さんから五條市に寄贈される
ことになり、７月２日、五條市役所で寄贈品の受贈式が行
われました。
　中村さんが約３０年にわたって収集したコレクションの
数々は８７点におよび、天誅組ゆかりの地、五條で活用し
てほしいと申し出ていただき、今回の受贈となりました。
　寄贈された書籍・文献は、五條文化博物館で保存・整理
し、博物館で皆さんに閲覧できるようにする予定です。

貴重な資料が寄贈されました

子どもたちに育てたい大切な心

　７、８月は「青少年の非行に取り組む強調月間」です。７月５日、五條市校区補導会連絡協議会
では、堀内伸起氏（奈良県立五條高等学校校長）を講師に招き、市民会館で講演会を開催しました。
　堀内先生は、子どもたちに育てたい心として「自分を大切にする心」「他者を大切にする心」「集
団や社会に貢献する心」「命を大切にする心」の4つを挙げ、「地域や家庭のつながりのなかで大人
の役割を考えながら子どもたちを見守っていきたい」と講演しました。
　また、青少年健全育成に功績のあった皆さんが表彰されました。今年度の受賞者は次の皆さん
です。（敬称略）
佐古淳子、杦崎田守代、元谷隆志、櫻井惠子、芝田峰子、竹田廣子、田原説子、永田好秀、
辻本英夫、中山裕司、伊谷保則、行本俊浩、阪口育男、森本由美子、松村昌子

青少年健全育成教育講演会

日本最南端の市から五條市へ

　日本の最南端の市である石垣市の商工会の皆さんが、
五條市を視察に訪れました。石垣市商工会では歴史あ
る自然を後世に残し活用する方法を検討するため、伝
統的な街並みを住民と市が協力して保全する「街なみ環
境整備事業」を実施した新町を視察しました。
　石垣市商工会の皆さんはまちなみ伝承館を訪れ、山
本陽一観光協会会長や田中修司商工会会長、市職員と、
観光や地域の活性化への取り組みなどについて、活発
な意見交換を行いました。

石垣市商工会が五條市を視察

７月は差別をなくす強調月間

　差別をなくす市民集会が７月１２日に市民会館で開催され、約
４００人の市民が参加しました。
　この集会は、市民一人ひとりが人権意識の高揚と人権尊重の精神
を身につけることで、優しさとぬくもりのあるまちづくりが社会に
根付くことを目的に開催しています。
　講師の元警視監、田宮榮一氏は「家庭からはじまるあいさつ、お礼、
激励など１秒のことばを大切にすることが身近な人権意識のスター
トです。」と講演しました。安全で幸せに、安心して暮らせるまちづ
くりに一人ひとりが取り組もうと決意し、集会を終えました。

第３７回 差別をなくす市民集会
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　保険料の軽減割合が次のように拡大されます。
①平成２０年度は、７割軽減世帯で８月まで年金から保険料を支払っている人は、１０月からは保険料を納
付する必要はありません。なお、７割軽減世帯で納付書（普通徴収）で納める人にも同様の軽減措置を行い
ます。（８.５割軽減）
②所得割を負担する人のうち、所得の低い人（年金収入１５３万円から２１１万円までの被保険者）について
は平成２０年度は、一律５０％軽減されます。

■問合先　保険課後期高齢者医療係　本（内線373･393）

保険料の軽減割合が拡大されます

　後期高齢者医療制度の保険料を本年４月より年金から支払っている人、または本年１０月より年金から支払う
予定の人のうち、次のいずれかの要件を満たす人は、年金からではなく口座振替で支払うことができます。
　①国民健康保険の保険料を２年間確実に納付していた人（本人）
　②年金収入が１８０万円未満の人で、世帯主または、配偶者の口座より口座振替が出来る人
　８月２１日までに口座振替手続きが完了した場合、１０月分から口座振替で納付できます。希望する場合は保
険課窓口に申し出た後、口座振替の手続きを行ってください。
　※８月２１日を過ぎて手続きした場合は、１２月以降の切り替えになります。
　※金融機関での届出印等の不備があればできない場合があります。
■問合先　保険課後期高齢者医療係　本（内線373･393）

後期高齢者医療制度の保険料を口座振替で支払えます

　平和祈念事業特別基金では、恩給欠格者、戦後強制抑留者、引揚者のご本人に、『特別慰労品』を贈呈していま
す（遺族は対象になりません）。「引揚者」は、終戦の日まで引き続き１年以上外地で生活していて戦後引揚げてき
た家族全員が対象です。
　請求期限平成２１年３月３１日※請求していない人は、早急に申請してください。

資格要件等の質問は、独立行政法人平和祈念事業特別基金に問い合わせてください。
無料電話：０１２０・２３４・９３３
▽月曜日から金曜日の９時１５分から１７時１５分まで

請求書等の書類は次の担当窓口で配布しています。
■問合先　社会福祉課福祉係　本（内線２０９、２９９）

恩給欠格者、戦後強制抑留者、引揚者の皆さんへ
『特別慰労品』を贈呈しています

　本年６月から１０月までの間に、すべての現役加入者へ「ねんきん特別便」を届けています。国民年金に加入中
の人には、直接本人の住所へ、厚生年金保険に加入中の人には、原則勤めている会社を通じて届けています。
　年金記録に「もれ」や「間違い」がないか十分に確認し、間違いがある場合もない場合も、必ず回答をお願いしま
す。

質問・問合先「ねんきん特別便専用ダイヤル」
０５７０・０５８・５５５
※ＩＰ電話・ＰＨＳからは０３・６７００・１１４４
受付時間　月～金曜日：午前９時～午後８時、第２土曜日：午前９時～午後５時

上記以外の受付時間は社会保険庁ＨＰ（http://www.sia.go.jp/）で案内しています。
■問合先　市民課年金係　本（内線３７０、２６８）

社会保険庁からのお知らせ
「ねんきん特別便」年金記録の確認にご協力ください
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　現在、児童扶養手当（母子家庭等）・特別児童扶養手当を受給している人は、現況届または所得状況届を提出してく
ださい。
　提出がない場合は、８月分以降の手当の支払いを受けることができませんので、注意してください。

■現況届・所得状況届の提出期限
　▽児童扶養手当を受給している場合　　　８月１日（金）～９月１日（月）
　▽特別児童扶養手当を受給している場合　８月１１日（月）～９月１０日（水）
　本庁のみ８月２７日（水）～８月２９日（金）は、午後７時まで受付します。
　※現況届・所得状況届の用紙は、市の窓口にあります。
■提出・問合先　本庁児童福祉課　　　　本（内線３６６）
　　　　　　　　西吉野支所住民厚生課　西（内線１８）
　　　　　　　　大塔支所市民生活課　　大（内線４１）

児童扶養手当｢現況届｣、特別児童扶養手当｢所得状況届｣の提出をお忘れなく

　平成２１年度から、地域で子育てを支援する「サポート会員」を登録し、子育ての相談にのったり手助けを行ったり
する「子育てサポートクラブ」事業を実施します。
　この事業で活躍する子育てサポーターを養成するため、「子育てサポーター養成講座」を開講します。
■実施日および講習内容（５回）
　１０月　３日（金）　１回「開講式」・「子育てサポートクラブ事業について」
　　　　１０日（金）　２回「子どもの成長と発達」
　　　　１７日（金）　３回「子どもの生活と遊び」
　　　　２４日（金）　４回「緊急時対策」（病気、けが、応急対策等）
　　　　３１日（金）　５回「サポート会員の心構え」・「修了式」
■講習時間　午前９時から午前１０時３０分まで
■講習場所　五條児童館（本町１丁目３－１８）
■対象者　　五條市内に在住する２０歳以上の人で、子育てに興味のある人
■申込期間　８月１１日（月）から８月２８日（木）　午前８時３０分から午後５時まで（土、日を除く）
■講習費用　無料
■２１年度開設の事業内容
▽サポート会員の援助内容
　１．子どもの一時預かり。
　２．保育所、幼稚園、小学校への送迎等。
　３．その他、子育てサポートクラブの趣旨に適合している援助。
▽その他
　１．サポート活動は、原則としてサポート会員の自宅で行います。
　２．活動時間は、午前７時から午後８時までの間。（原則として宿泊は行いません。）
　３．サポート会員に対しては、利用会員から報酬が支払われます。
　４．講習が修了したら会員登録をして会員証を渡します。

　※詳細は、申し込みの時にお知らせします。
■申込・問合先　五條児童館　☎２２・２２２８

子育てサポーターを募集します

　なら出会いセンターは、「結婚したいけど、なかなか出会いがなくて・・・。」と悩んでいるあなたを応援します。
　「結婚ワクワクこどもすくすく県民会議」が少子化対策の一環として、「なら出会いセンター（なら結婚応援団）」を開設
し、結婚を応援する企業や店舗等が応援団となって、独身男女を対象とした「出会いの場」となるイベント情報などを
ホームページやメールマガジンで配信しています。
　なら出会いセンターが開設して今年で３年が経過し、イベント開催数は７００回を越え、報告が
あっただけで今までに７１組が結婚しました。さらに、赤ちゃんの誕生も１６組の皆さんから“生ま
れました”、“生まれる予定です”を含め１９人の報告を受けています。
　メールマガジンは、http://www.naradeai.pref.nara.jp/から登録することができます。
（携帯からも登録することが出来ます。登録は無料です。）
■問合先　なら出会いセンター（なら結婚応援団事務局）　☎0742・22・5129
　　　　　〒630-8213　奈良市登大路町10-1　奈良県婦人会館内

あなたの結婚を応援します
なら出会いセンター（なら結婚応援団）
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①保険料を当月末の口座振替（早割）にすると、月々５０円割引があります。
②６か月分（４月分～９月分、１０月分～翌年３月分）の保険料を口座振替でまとめて前納すると、現金で月々保険料を納付
した場合に比べて半期で９８０円お得です。（４月分～９月分は４月末に、１０月分～翌年３月分は１０月末に一括して振
替します）
※そのほかにも、翌月末の口座振替、４月～翌年３月までの口座振替による１年前納（４月末振替）もあります。
■申込方法　口座振替納付（変更）申出書に必要事項を記入・押印（金融機関の届出印）し、市役所年金係または社会保険事務
所に提出してください。口座振替納付（変更）申出書は市役所年金係にあります。

クレジットカードによる納付もできます。納付方法は毎月納付、６か月分の前納、１年分の前納があります。保険料額は、
現金で納付する場合と同じ額です。希望する場合は、クレジットカード納付（変更）申出書に必要事項を記入・押印し、社
会保険事務所へ提出してください。

■問合先　市民課年金係　本（内線２６８、３７０）

　経済的な理由などで国民年金保険料の納付が困難な場合は、申請により保険料の納付が免除や猶予となる「保険料免除制度」
や「若年者納付猶予制度」があります。
■保険料免除制度　申請者本人のほか配偶者、世帯主の所得が審査の対象となります。一定以上の所得のある親（世帯主）と
同居している場合は、本人に所得がなくても申請免除制度を利用できません。
■若年者納付猶予制度　所得が少ない若年層（２０歳代）の人が、保険料免除制度を利用することができず、将来年金を受け
取ることができなくなることを防止するため、申請により保険料の納付が猶予され、保険料の後払いができる制度です。
①本人と配偶者のみで所得要件を審査します
　　若年者納付猶予は、申請者本人と配偶者の前年所得が審査の対象です。（申請時期によっては前々年の所得で審査を行う
場合があります。）
②障害・遺族基礎年金を受け取ることができます
　　障害を負ったときに障害基礎年金を受け取れます。納付猶予の期間は障害基礎年金、遺族基礎年金を受け取るために必
要な受給資格期間にカウントされます。※障害を負った月の前々月以前の1年間に保険料の未納期間があるときは、これら
の給付を受け取ることができない場合があります。
③猶予された期間は年金額に反映されません
　　納付猶予期間は、将来受け取る年金の受給資格期間には算入されますが、年金額には反映されません。満額の年金を受
け取るためには、10年以内に保険料を後払い（追納）することができます。
※手続きは市民課年金係へ年金手帳、印鑑をお持ちの上、申請してください。
■申込・問合先　市民課年金係　本（内線２６８、３７０）

３０歳未満で保険料納付が困難な場合
国民年金保険料の若年者納付猶予制度を利用できます

国民年金保険料の納付は
「口座振替」が便利です

　保険料の免除の承認を受けた期間は、保険料を全額納付したときに比べ、受け取る年金額が少なくなります。また、納付
猶予の承認を受けた期間は、受給資格期間には反映しますが、年金額の計算には反映されません。
　これらの期間は、10年以内であれば、あとから保険料を納めること（追納）ができます。
　※追納する場合は、古い月から順に納めなければなりません。
　※保険料の免除もしくは納付猶予の承認を受けた期間の翌年度から起算して、３年度目以降に保険料を追納する場合は、

当時の保険料額に、経過期間に応じた加算額が上乗せされます。
■平成20年度中に追納する場合の金額（1か月分）

全額免除 １/４納付
（３/４免除）

１/２納付
（半額免除）

３/３納付
（１/４免除） 全額免除 １/４納付

（３/４免除）
１/２納付
（半額免除）

３/３納付
（１/４免除）

平成10年度分 16,500円 平成15年度分 13,970円 6,980円
平成11年度分 15,950円 平成16年度分 13,770円 6,880円
平成12年度分 15,320円 平成17年度分 13,810円 6,910円
平成13年度分 14,740円 平成18年度分 13,860円 10,390円 6,930円 3,460円
平成14年度分 14,180円 7,090円 平成19年度分 14,100円 10,570円 7,050円 3,520円

　（追納を行うには追納申込書の提出が必要ですので、市民課で手続きしてください。）
■申込・問合先　市民課年金係　本（内線２６８、３７０）

国民年金保険料は追納できます
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ストップ！食品の不正・偽装表示

不正・偽装表示、不審な食品表示の情報は食品表示１１０番へ
　食品の表示は、消費者が食品を購入するとき、食品の内容を正しく理解するために重要な情報です。
　奈良農政事務所では、「食品表示１１０番専用直通ダイヤル」を開設し、食品の不正・偽装表示などに関する情報
を受け付けています。また、食品の表示に関する疑問や苦情も受け付けています。
■問合先　近畿農政局奈良農政事務所食品表示１１０番（専用直通ダイヤル）☎０７４２・２３・１２９０

　任期満了に伴う五條市農業委員会委員選挙は、１０月２６日（日）に告示し、投・開票を１１月２日（日）に執行
します。

▽告示日　１０月２６日（日）
▽投票日　１１月　２日（日）
▽期日前投票　・投票期間　１０月２７日（月）～１１月１日（土）まで
　　　　　　　・投票場所　五條市役所本庁２階中会議室
　　　　　　　・投票時間　午前8時30分～午後8時
※期日前投票所は市役所本庁（本町１丁目１－１）１か所です。西吉野支所・大塔支所では行いません。

▽立候補予定者説明会　日時　9月26日（金）　午後２時から
　　　　　　　　　　　会場　五條市役所本庁会議室
　今回の選挙から選挙区の区分けは無くなり、五條市全体を１つの選挙区として行います。
■問合先　五條市選挙管理委員会事務局　本（内線２３０、２３１）

五條市農業委員会委員選挙

　汚水が道路や集積場所にもれ落ちて、悪臭を発生させる原因とならないように、生ごみなど水気を含むものは、
充分に水切りをしてから袋に入れてください。カンやビン、ペットボトルなどに入った飲料水やアルコール類は、
最後まで飲み切ったあと軽くすすいでから、それぞれの指定袋に入れてください。
　▽カン類小型の電化製品や金属類とともに青色の袋
　▽ビン類ペットボトルやトレー類とともに黄緑色の袋
■問合先　みどり園（☎２４・４１１１）

ごみは充分に水切りをしてから袋に入れてください

お盆の塔婆やお供え物は川へ流さないで、次の事項を守り指定の集積場所へ持参してください。
■集積日　８月１５日（金）中に持参してください　※収集は原則８月１６日（土）の朝から行います。
■指定集積場所

■注意事項
　▽精霊塔婆以外のごみ（家庭内の一般ごみ）は絶対に出さないでください。
　▽線香、ローソク等の火気類は使用しないでください。
　▽指定の集積場所には案内看板を設置しますので、その付近に通行の妨げとならないように置いてください。
■問合先　みどり園（☎２４・４１１１）

お盆の塔婆・お供え物は指定の集積場所へ

本 町 地 区
中 央 地 区
五 條 東 地 区
須恵・岡口地区
新 町 地 区
二 見 地 区

東田中会館駐車場・須恵公民館駐車場
岡口コミュニティセンター駐車場
中野歯科医院裏堤防・山直食堂裏堤防
二見川端（衛生センター前）
（最寄りの指定場所へ出してください）

野 原 地 区 大川橋南詰・五條自動車学校前・金剛寺
駐車場

宇 智 地 区 安生寺前・五條東中学校横・旧岡選果場
前

牧 野 地 区
田 園 地 区
あづみ台地区

旧牧野公民館駐車場

阪 合 部 地 区 御蔵橋北詰・御蔵橋南詰・大津会館前
火打町集会所駐車場

北 宇 智 地 区 住川会館前・近内福徳寺前

南 宇 智 地 区 霊安寺古田橋北詰・下丹原町(旧森脇商店
横)

南 阿 太 地 区 滝集会所前
大 阿 太 地 区 大阿太公民館駐車場
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風のつばさの会が募金活動を実施

　ボランティアグループ「風のつばさの会」の会員と、奈良県青少年指導員五條市協議会の指導員の１５名が、６月１４
日にミャンマーサイクロン・中国四川大地震・宮城岩手内陸地震の被災者を支援するために、サティ五條店前で募金活
動を行いました。ご協力いただいた救援金・義援金１０，６１１円は五條市赤十字奉仕団を通じて日本赤十字社へ送りま
した。

「青少年の非行問題に取り組む強調月間」　７月１日～８月３１日
青少年センター　☎２４・３００４

　ひとりで悩んでいませんか。
　警察は犯罪等による被害を未然に防止するため、次のような相談に応じています。
　緊急の事件・事故以外の相談については、１１０番通報ではなく「＃９１１０番」および次の相談電話を利用してく
ださい。

相談窓口 電話番号 受付時間 相談内容
五條警察署
警察安全相談
（ナポくん相談コーナー）

☎０７４７・２３・０１１０
（内線２１６）　　

終　　日
※閉庁日および夜間は
当直員が対応

犯罪被害やＤＶ・子供の非行・いやがらせな
ど事件や事故に至っていないが不安や、危険
を感じていることなど

警察総合相談
☎０７４２・２３・１１０８
☎＃９１１０　（プッシュ式・携帯電話）
お話ＦＡＸ　０７４２・２４・０８７４

同　　上 同　　　　上

暴力１１０番 ☎０７４２・２５・０１１０ 同　　上 暴力団に関する困りごと相談

ヤング・いじめ　110番
☎０７４２・２２・０１１０
　中南和少年サポートセンター
☎０７４４・２７・４５４４

同　　上 子供の非行問題、いじめなどで悩んでいる少
年等の相談

性犯罪被害相談 ☎０７４２・２２・４１１０ 同　　上 性犯罪被害の届け出および性犯罪に関するあ
らゆる相談

悪質商法に関すること ☎０７４２・２４・９４４１ 同　　上 悪質商法の被害に関する相談
薬物に関すること ☎０７４２・３３・１８１８ 同　　上 薬物被害に関する相談
民間被害者支援団体
「奈良犯罪被害者
こころの支援センター」

☎０７４２・２４・０７８３ 年中無休
（10：00～15：00）

犯罪の被害にあった人やその家族のための心
の相談

■問合先　五條警察署　☎２３・０１１０（内線２１６）

知っていますか？警察相談＃９１１０
各種相談窓口のお知らせ

　市内全域でセアカゴケグモが発見されています。セアカゴケグモは毒性の強いクモですが、攻撃性もなくおとなし
いクモです。素手でさわらない限り、咬（か）まれることはありません。内吉野保健所および市でも定期的に駆除およ
びパトロールを実施していますが、十分ご注意ください。
■クモの特徴
　▽メスは７～１０ミリ、オスは４～５ミリ（脚を含まない体長）。全体的に黒っぽい褐色。
　　腹部背面に赤色の縦すじ模様があり、腹側には四角または砂時計型の赤色の模様がある。
■生息場所
　▽日当たりが良く、暖かなところ。
　▽昆虫や小動物などのえさが豊富なところ。
　▽巣をはる適当な隙間があるところ。
　▽側溝のフタの裏側などに多い。
■対処の仕方
　▽素手では触らないように注意する。（溝の掃除や草刈などの時には、手袋をする）
　▽足で踏みつぶす。
　▽卵は完全に踏みつぶすか、焼却処分する。
　▽万一咬まれたときは、患部を温水や石鹸水で洗い落とす。
　▽出血がある場合は、包帯や止血帯はせずに必ず病院へ行く。その際、咬んだクモを病

院へ持参する。
■連絡・問合先　生活環境課　本（内線391、388）
　　　　　　　　奈良県内吉野保健所地域生活課　☎22・3051

セアカゴケグモに注意してください
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　奈良県下では、カーナビを対象とした車上（部品）ねらい事件が多発しています。五條警察署管内でも本年６月末現
在で２２件の発生があり、その内１０件が６月中に発生しました。被害の主な特徴は次のとおりです。
　▽店舗・公共施設駐車場での発生が多い	 ▽青空駐車場での発生が多い
　▽防犯設備のない駐車場での発生が多い	 ▽ガラスを割るまたは無施錠、窓の隙間から用具を入れて
	 　開錠する手段が多い
　▽被害品が、外部から見えていた場合が多い	 ▽現金、カーナビ等を狙ったものが多い

　今後も国道２４号線等主要幹線の駐車場の駐車車両や山間部の河川沿い駐車場に駐車している鮎釣り客・川遊び客・
カヌー愛好家等の駐車車両に対する車上（部品）ねらいが多発することが予想されます。被害を防止するため、注意を
徹底してください。
■車の使用者のみなさんへ	 ■駐車場の管理者等のみなさんへ
　▽車内に金品を放置しないでください	 　▽駐車場の巡回の励行
　▽駐車時のキー抜き、ドアロックの再確認	 　▽防犯機器（監視カメラ、センサーライト）の設置
　▽盗難防止装置の取り付け
　▽脱着可能なカーナビは取り外しておく
　▽監視者のいる駐車場の利用
　▽明るい場所への駐車

事件・事故等緊急時は１１０番
■問合先　五條警察署　☎２３・０１１０

車上（部品）ねらいが多発しています

　街の中には、さまざまな情報の提供や目印になる屋外広告物（※）がありますが、その多くは表示するために市長の
許可が必要になります。
　良好な景観を作り出すために、屋外広告物の掲出を行うときは必要な許可を受けてください。
■主な、広告物の名称および手数料などは次のとおりです。

屋外広告物の名称 手数料 許可期間
広告塔、屋上広告物、
建植広告物、軒下広告物など

5㎡まで1,500円
5㎡増すごとに1,500円加算 ３年以内

電柱広告物 5個まで1,000円
5個増すごとに1,000円加算

１年以内
立看板 ２か月以内

はり札 5枚まで500円
5枚増すごとに500円加算 １年以内

はり紙 100枚まで500円
100枚増すごとに500円加算 １か月以内

■大丈夫ですか？屋外広告物
　広告物を表示・管理している人は、屋外広告物許可の要・不要を問わず、広告物を良好な状態に保持する義務があ
ります。老朽化による倒壊、落下等のおそれがないか安全点検を定期的に行い、不具合が発見された場合は、速やか
に撤去・改修等の適切な処置を講じてください。
※屋外広告物とは、屋外で常時または一定の期間継続して公衆に対して表示される、立看板、広告塔、屋上広告物、
軒下広告物などをいいます。

■問合先　都市計画課庶務係　本（内線３８０）

９月１０日は屋外広告の日
屋外広告物は許可が必要です

インターハイを盛り上げよう
　2009年に県内を主会場に開かれる全国高校総合体育大会「2009近畿まほろば総体」を高校生の手
で盛り上げようと、開催の準備、運営などに取り組む「リーダー会」が発足。
　地元の五條高校から今井優輔さん、智辯学園から井本幸さんがリーダー会のメンバーとして頑張り
ます。

　名称は『わっしょい倭』、ロゴは『元気、活気、やる気』をイメージしています。
2009年夏、がんばる高校生に支援と声援をよろしくお願いします。

■問合先　平成21年度全国高等学校総合体育大会奈良県実行委員会事務局
　　　　　☎	0744・25・7670　　FAX	0744・25・7610　　URL：http://www.09soutai.com/
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９月から市役所など、市の施設全てが建物内禁煙になります

　健康増進法第5条による受動喫煙防止のため、市所有の建物内を禁煙とします。喫煙する場
合は建物外の指定された場所での喫煙に協力をお願いします。

受動喫煙とは
　他人が吸った「たばこ」の煙を吸わされることを受動喫煙と言います。たばこを吸わない人が、自分の意思とは
関わりなくたばこの害を受けることになるため「不本意喫煙」とも言われます。

受動喫煙の害
　たばこの煙には大きく分けて２つあります。1つは、
喫煙者本人が吸い込む主流煙で、もう1つは、たばこ
の先端から立ち昇る副流煙です。副流煙は、低い温度
で不完全燃焼するたばこから発生するため、有害物質
の量は主流煙より多いことが知られています。副流煙
と喫煙者が吐き出す煙により環境たばこ煙が発生し、
これが受動喫煙の元凶となり、閉鎖された空間で煙に
長期間さらされることにより健康被害を引き起こしま
す。
　たとえば夫が１日20本以上吸うヘビースモーカー
の場合、喫煙しない夫をもつ妻と比べて、肺がんの死
亡率が２倍も高いという報告もあります。

たばこの健康被害
　たばことがんの間に深い関係があります。40歳以上の日本人男性、12万人以上を、長期間にわたって調査し
た結果、１日25本以上たばこを吸う人は、吸わない人に比べて、喉頭がんが90倍以上、肺がんが７倍の死亡比
になることがわかっています。しかし、禁煙すればがんになる危険はそれ以上増えず、禁煙後５年くらいたつと
ほとんど吸わない人と同じくらいの状態に近づきます。
　日本でも諸外国と同様、肺がんが年々増え、平成10年（1998年）には、胃がんを抜いてがん死亡のトップに
なりました。肺がんの予防のために禁煙を心がけましょう。どうしてもというなら、できるだけ本数を減らして
ください。また、たばこを吸いはじめる年齢が低いほど肺がんにかかりやすいということもわかっています。未
成年の喫煙にはまわりでも気を配って、絶対に止めるようにしていきましょう。

　発がん物質はたばこの煙を吸うことによって、口、
喉を通って気管支から肺に入ります。しかし、それだ
けではありません。唾液とともに飲み込まれ、食道・胃・
腸などの消化管をはじめとして、全身にばらまかれま
す。

　図のように、たばこを吸う人と吸わない人を比較す
ると、吸う人には明らかに発がんのリスクが増える傾
向がみられ、それも多くの臓器にわたっています。

受動喫煙を防止するために
　喫煙者自身が、他人に迷惑をかけない「喫煙マ
ナー」を身につけましょう！

1�カルムのひろば



県立五條病院からのお知らせ

７月１日就任　松本病院長のメッセージ
「地域に愛される病院を目指し、頑張っています。」

　7月1日付で奈良県立五條病院の病院長に就任いたしました。
　私は五條市中之町に生まれ、牧野小学校、五條中学校、五條高等学校、奈良県立医科大学を
卒業後、医科大学附属病院勤務を経て、平成9年から五條病院で勤務しております。専門は内
科で、特に胃腸病、肝臓病など消化器病の専門医であります。出身である五條に対する思い入
れはより深く、今後も地域医療を守っていく所存であります。
　五條病院は現在、診療科数は13、定床は199床で、地域の皆様に支えられながら質の高い
医療と安全な医療の提供に取り組んでおります。また、救急医療、災害医療、へき地医療の拠
点病院としての役割を担うとともに、医学生、看護学生の教育や奈良県立医科大学、自治医科
大学等の卒後臨床研修も行っております。

　医師不足など最近の厳しい医療提供体制のなか、地域の急性期医療を担い、4月に奈良県で初めて設立した専門
性の高い消化器病センターを充実し、発展させていきます。また、高齢者医療の専門性を発揮して、急性期以降の
亜急性期、慢性期医療への対応をさらに進め、在宅医療支援、緩和ケアにも取り組んでいきます。さらに、五條市
との共催による市民健康セミナー、敷地内禁煙など皆様への健康増進啓発活動も継続して参ります。
　今後も地域に必要な医療、皆様に満足される良質な医療を提供し、地域に愛される病院を目指して、全職員が一
丸となってやりがいと夢のもてる職場づくりに努め、頑張って参りますので、更なるご支援をお願い申し上げます。

平成20年7月1日　奈良県立五條病院　病院長　松本昌美

食中毒の被害を最小限に抑えるミニ知識 県立五條病院中央臨床検査部

　夏は食中毒が多発する季節です。平成1９年に国内で発生した食中毒事件数は１，２８９件、患者数３３，４７７
名、死者数は７名でした。適当になりがちな食生活の管理を見直してみませんか。
　食中毒の原因物質にはノロウイルスなどのウイルスやサルモネラなどの細菌、寄生虫や自然毒、農薬などの科学
性物質などがあります。一例では海水に存在する腸炎ビブリオという菌は、海水温が上昇する夏は特に注意が必要
です。増殖力が強く、魚介類から二次感染し、まな板や包丁に１匹の菌が付くと６時間で約６７８億匹に増殖します。
■食中毒を予防するために

食中毒予防３原則　
１．清潔 ２．迅速 ３．加熱、冷却

　
　食中毒の発生しやすい食品は、寿司、貝、魚、刺身、生肉、生ガキ、鶏、生ギモなどで、加熱不足が主な原因です。
腸管出血性大腸菌やサルモネラ、腸炎ビブリオなどによる細菌性食中毒の予防には、７５℃、１分以上、ノロウイ
ルスによる食中毒の予防には、８５℃、１分以上の加熱をしましょう。（※温度はいずれも食品中心部分の温度です）
■問合先　県立五條病院　☎２２・１１１２

健康づくり
市民公開講座
「食事でできる
メタボ対策」

　こんなに頑張っているのに何でやせないの？ぽっこりお腹を何とかしたい！と思ってい
る人も多いのではないでしょうか。メタボリックシンドロームにも関係する内臓脂肪型肥
満を予防、解消するための具体的な食事方法をこの機会に勉強して上手に内臓脂肪を減ら
しましょう
■テーマ　　「食事でできるメタボ対策！」
　　　　　　内臓脂肪をためず、減らすための食事方法とは？
■講　　師　石沢　春子　先生（管理栄養士）
■開催日時　８月３０日（土）　午後１時３０分から３時
■会　　場　カルム五條　多目的ホール
■参加費　　無　　料
■申込締切　８月２７日（水）まで
■申込・問合先　保健福祉センター成人保健係　本（内線２９０）
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　五條市では、平成２１年度の職員採用試験を次のとおり実施します。受験を希望する人は、受付期間内に必要書類を提出してください。
■職種・採用予定人員ほか

職種 採用予定
人員 受　　験　　資　　格 職務内容

事務職 ２名
昭和54年4月2日以降に生まれた人で、大学・短大・高校を卒業した人または平成21年3月に卒業見込
みの人並びに高校卒業程度の学力を有する人
※試験区分は、「大学卒」「短大卒」「高校卒」となります

行政事務
全般に従事

保育士 ２名 昭和44年4月2日以降に生まれた人で、保育士の資格及び幼稚園教諭免許の両方を有する人又は採用ま
でに取得見込みの人

幼児保育
全般に従事

消防職

４名
（うち救急
救命士免
許取得者
若干名）

昭和58年４月２日以降に生まれた人で、大学・短大・高校を卒業した人または平成21年３月に卒業見
込みの人ならびに高校卒業程度の学力を有する人で、次の要件を満たす人
①日本国籍を有する人
②両眼とも裸眼視力が1.0以上の人又は裸眼視力が0.1以上で矯正視力が1.0以上の人
③赤色、青色及び黄色の識別ができる人
④聴力が左右とも正常な人
⑤採用後、本市域内又は消防長が認める本市近郊（交通機関を利用して消防本部に概ね1時間以内で通勤
できる地域）に居住できる人

⑥職務遂行に必要な体格、体力を有し健康な人
⑦若干名の救急救命士については、救急救命士免許証を取得している人
※試験区分は、「大学卒」「短大卒」「高校卒」となります

消防・救急
業務に従事

介護職 ２名

（介護支援専門員）
　昭和38年4月2日以降に生まれた人で、介護支援専門員の資格を有する人
（社会福祉士）
昭和38年4月2日以降に生まれた人で、社会福祉士国家試験に合格し、かつ厚生労働大臣が交付する
社会福祉士登録証を有する人

介護保険
業務に従事

【注】受験資格の「短大」には、高等専門学校及び学校教育法による専修学校の専門課程のうち、修業年限が2年以上であり、かつ、1,600時
間以上の授業の履修を義務付けている課程であって、当該履修の成果が授業科目の目標に達していることを筆記試験その他の方法によ
り認められていることを卒業の要件とするもの（当該受験資格該当課程であることの証明が得られるものに限る。）を含みます。

※次のいずれかに該当する人は受験できません。
　ア、成年被後見人または被保佐人
　イ、禁こ以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでまたはその執行を受けることがなくなるまでの者
　ウ、日本国憲法施行の日以降において、日本国憲法またはその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結

成し、またはこれに加入した者
　エ、その他、地方公務員法及び五條市職員採用規程に定める欠格事項に該当する者
■試験日・場所
第１次試験 平成２０年　９月２１日（日） 五條市立五條中学校
第２次試験 平成２０年１０月２６日（日） 五條市立中央公民館
■試験方法
職　種 第　1　次　試　験 第２次試験

事務職 【教養試験】公務員として必要な一般教養に関する筆記試験 口述試験（面接）【小 論 文】課題に基づき文章を作成する筆記試験

保育士 【教養試験】公務員として必要な一般教養に関する筆記試験 口述試験（面接）
実技試験（ピアノ）【専門試験】保育士としての専門知識をみる筆記試験

消防職
【教養試験】公務員として必要な一般教養に関する筆記試験

口述試験（面接）【適性試験】消防士としての適性をみる筆記試験
【実技試験】体力検査

介護職 【教養試験】公務員として必要な一般教養に関する筆記試験 口述試験（面接）【専門試験】介護職としての専門知識をみる筆記試験
■受験手続き
　採用試験申込用紙は、五條市職員採用試験委員会（市役所２階市長公室秘書課）で８月１１日（月）から配布します。郵送による申込用紙の
請求は、封筒の表に必ず「受験請求」と朱書きし、１２０円切手を同封して請求してください。
■受付期間　８月１２日（火）から８月２２日（金）（午前９時から午後４時まで）
　　　　　　※ただし、土曜日・日曜日は閉庁であるため受付は行いません。
■提出先　五條市職員採用試験委員会まで直接持参してください。郵送による受付は行いません。
■問合先　五條市職員採用試験委員会　五條市役所　秘書課内
　　　　　〒637－8501　　五條市本町１丁目１番１号　☎０７４７・２２・４００１　（内線２３９・２０５）
　　　　　※この受験案内は、インターネットの五條市ホームページにも掲載しています。

五條市職員採用試験を実施します

弥生時代の『やな漁』今年も再現
　関西随一の『やな漁』をぜひ体験してください！　9月中旬～10月下旬に開催する予定です。
■場　所　吉野川大川橋下流右岸（新町側）
■主　催　吉野川やな漁保存会
■後　援　吉野川活性化プロジェクト
■問合先　吉野川やな漁保存会（五條市漁業協同組合）
　　　　　☎２５・３０７７（行事関係）　☎２２・５１９２（桟敷（さじき）料理関係）
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夏季企画展　天誅組の変145年・明治維新140年
「資料でたどる幕末維新－五條・吉野を巻き込んだ時代の渦－」

官所が機能するためには、陣屋内部の役人はもちろん、御用達・
郷宿・御用飛脚などの組織や機関を必要とし、経済的な発展・交通
上の利便性・文書の作成や伝達を含む文化的な一定の集積性などが
あってこそそれが可能となります。今回は、それらを措いて、郷学（庶
民を対象とした学校）として設立された主善館を取り上げます。
　文化２（1805）年10月1日、２代目五條代官の池田仙九郎が、教
諭所（学舎）を設立しましたが、それについて「今度、御代官様、御
仁心に思い、教条所の普請が成就し、当月１日に始り、扨々、あり
がたい事である」と当時の五條村の人々は喜んでいます。また9月
26日には、「来月の10月１日、午前８時頃から陣屋で講釈を始める
ので、百姓・町人で志のある者は自由に参加出来るので聴聞に来る
ように」との御用達からの廻状が村々に順達されています。この主
善館についての断片的な記述を諸文書から拾ってまとめると右の一
覧のようになります。荒井公

きみ

廉
かど

と横谷葛
かつ

南
なん

の教授２名の体制で開講
され、男女を問わず一般庶民を対象として、風俗矯正を目的とした
日常的儒教道徳が教諭されることになったのです。
　五條代官所の管轄範囲が宇智郡・吉野郡・宇陀郡などの「深山窮
谷」も含むため、教授が直接その場所に「時に巡って教を敷」くこと
も行うとしています。実際に、文化15（1818）年正月の代官所の
初触によると、各組合村毎に希望すれば横谷葛南の次の教授の佐野
周蔵が教諭のために廻村すると触れているし、また同じ年の初触で、
西阿田村地域には荒井公廉が廻村するとしているので、２人の教授
が地域別に分担をして巡村をしていることがわかります。横谷葛南
については、狩谷掖

えき

斎
さい

・小林辰による『横谷葛南墓碑』があり、また
森田節斎『粛翁・敬業二先生伝』の中に紹介されています。小林粛翁
に句読を学び、後に「官遊数十年、志を得ず」帰郷し主善館の教授と
なったと言います。荒井公廉は、文化２年に池田代官に招聘され教
授となりましたが、文化15年に江戸に出て林述斎（幕府の大学頭）

の門下生となっています。17歳の時に阿波国から大坂に出て奥田
松斎に学び、寛政７（1795）年、21歳にして大坂今橋坊で家塾を
開きました。『古今名諺』・『孟子外書』など多数の著作があり、また
三大農政家の一人である大蔵永常の著作『農家益』の跋文も書いてい
ます。
　池田代官は、五條に赴任する前の大坂（鈴木町）代官所で、荒井公
廉とこれが機縁で知己を得ます。つまり、地域の文化的リーダーで
ある荒井公廉を中心として、江戸の林述斎・狩谷掖斎、大坂の大蔵
永常、在村知識人である横井葛南・小林辰などとの知のネットワー
クが形成されるのです。天誅組の変の乾十郎や北厚治らは後の主善
館教授森鉄之助の門人ですが、森鉄之助は八木の谷三山と親交が深
く、森田節斎・吉田松蔭とも交流します。更に佐野煥教授の弟子には、
新町の自由民権運動のリーダーで衆議院議員に当選する松本長平が
います。森田節斎は９歳から14歳まで主善館で学んでいます。こ
うして、主善館は、池田代官が当初企図した目的とは別に、地域社
会の知識人を育み、江戸や大坂などの文化人との交流が深まり、皮
肉にもその幕府を倒す人脈を形成することにあずかったのです。

名 称 主善館(郷校、学舎、縣学、学館、教諭所、学問所)
場 所 官舎(代官所)
対 象 村中の男女(村々百姓町人)、代官所の人々
時 期 毎月一日(文化2年10月1日午前8時から)
目 的 教諭(五倫の道、徳育、風俗矯正)
内 容 素読(書物貸与も可)、教科書『五條施教』
教 授 荒井公廉、横谷葛南：２名

その他
・寄宿も可
・春秋に教授が各地を巡回する(組合村毎)
・聖像(孔子像)を学舎に安置

（新町と松倉豊後守重政400年記念事業実行委員　藤井正英）

五條代官所の設置（２）

代

８月３１日（日）まで開催中
■会　場　市立五條文化博物館３階特別展示室
　　　　　（毎週月曜日は休館します）
■問合先　市立五條文化博物館　☎２４・２０１１

夏季博物館講座
　天誅組の変１４５年／明治維新１４０年企画
「幕末維新史跡の歩き方－探訪話と鎮魂ライブ－」
■日時　８月２４日（日）　午後１時３０分～４時００分
■講師　草村克彦先生（天誅組研究家）
■講演とコラボレーション
　講演終了後、博物館円形広場で草村氏演出による鎮魂ライブがあり
ます　
　演奏：綿鍋　伊久男氏（ミュージシャン）

1�

五條市役所（本庁）　☎22-4001（代） 西吉野支所　☎33-0301（代） 大塔支所　☎36-0311（代）



〈大塔地区〉 し尿くみ取りのお知らせ ９月は１2日（金）・25日（木）です （※当日の受付はできません）
■申込・問合先　ダイワクリーンサービス　☎０７４５・５２・３３７２

介
護
保
険
対
象
施
設
等
の

新
規
計
画
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

　

第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
す
る
に

あ
た
り
、
計
画
期
間
の
平
成
21
年
度
か
ら
３
年

間
に
介
護
保
険
給
付
対
象
と
な
る
事
業
を
五
條

市
内
で
計
画
し
て
い
る
事
業
者
を
対
象
に
、
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
日
時　

８
月
18
日
～
29
日　

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
　
　
　
（
土
・
日
を
除
く
）

■
受
付
場
所　

五
條
市
介
護
福
祉
課
窓
口（
来

庁
の
場
合
は
事
前
に
電
話
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。）

■
対
象　

市
内
で
介
護
保
険
対
象
施
設
等
の

サ
ー
ビ
ス
を
新
規
計
画
し
て
い
る
事
業
者

■
問
合
先

　

介
護
福
祉
課

　

本（
内
線
２
９
１
、２
９
２
）

自
衛
官
各
種
目
を
募
集
し
ま
す

■
募
集
種
目

▽
任
期
制
自
衛
官「
２
等
陸
・
海
・
空
」（
１
任

期　

陸
：
２
年　

海
・
空
：
３
年
）

▽
一
般
曹
候
補
生

▽
航
空
学
生

■
受
験
資
格

▽
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

▽
航
空
学
生
は
、
高
卒（
見
込
を
含
む
）21
歳
未

満
の
者

■
試
験
日
時

▽
任
期
制
自
衛
官　

９
月
16
日（
火
）～
21
日

（
日
）（
内
１
日
）

▽
一
般
曹
候
補
生　

９
月
20
日（
土
）

▽
航
空
学
生（
一
次
）９
月
23
日（
火
）

一
次
合
格
発
表　

▽
一
般
曹
候
補
生　

10
月
３
日（
金
）

▽
航
空
学
生（
一
次
）10
月
９
日（
木
）　

■
受
付
期
間　

８
月
１
日（
金
）～
９
月
10
日

（
水
）

■
申
込
・
問
合
先

　

自
衛
隊
五
條
地
域
事
務
所　

　

☎
２
２
・
３
７
８
９　

五
條
・
吉
野
地
域
自
立
支
援
協
議
会

委
員
を
募
集
し
ま
す

　　

五
條
市
、
吉
野
町
、
大
淀
町
、
下
市
町
が
主

体
と
な
っ
て
障
害
者
の
支
援
を
検
討
す
る「
五

條
・
吉
野
地
域
自
立
支
援
協
議
会
」で
は
、
よ

り
細
か
な
課
題
に
取
り
組
む
た
め
、
２
つ
の
専

門
部
会
の
設
置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

あ
た
り
、
五
條
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
委
員
を
公

募
し
ま
す
。

■
協
議
会
の
概
要

▽
設
置
予
定
部
会
①
生
活
支
援
部
会　

障
害
が

あ
る
人
の
移
動
手
段
や
余
暇
活
動
の
充
実
を

重
点
テ
ー
マ
と
し
、
生
活
全
般
の
支
援
方
策

を
検
討
す
る
。
②
療
育
・
教
育
支
援
部
会　

障
害
が
あ
る
子
ど
も
の
、
成
長
段
階
に
応
じ

た
支
援
方
策
を
検
討
す
る
。

▽
開
催
頻
度　

11
月
頃
か
ら
月
に
１
回
程
度

（
平
日
昼
間
）

▽
募
集
人
数　

各
部
会
若
干
名

■
応
募
方
法

▽
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

参
加
希
望
部
会
名
を
記
入
の
う
え
、
郵
便
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
募
集
要
項
を
請
求
し
、
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
期
限
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
要
項
請
求
期
限　

８
月
29
日（
金
）必
着

　

＊
応
募
の
締
切
は
募
集
要
項
に
記
載
し
ま

す
※
会
議
運
営
の
都
合
上
、
応
募
者
多
数
の
場
合

は
書
類
選
考
を
行
い
ま
す
。

■
募
集
要
項
請
求
・
問
合
先　

　

五
條
・
吉
野
地
域
自
立
支
援
協
議
会
事
務
局

　

〒
６
３
８

−

０
８
２
１　

吉
野
郡
大
淀
町
下

渕
８
６
２

−

４
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
の
ど
か

内

　

☎
０
７
４
７
・
５
３
・
２
１
５
３

　
　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
通
）

ハ
ッ
ピ
ー
ウ
ォ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

１
Ｄ
Ａ
Ｙ
し
つ
け
教
室

　
　

　

奈
良
県
は
、「
動
物
と
楽
し
く
暮
ら
せ
る
み
ん

な
の
街
」を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
「
し
つ
け
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
」か
ら
楽
し
い

散
歩
の
コ
ツ
や
、
マ
ナ
ー
を
学
び
ま
す
。
散
歩

を
楽
し
み
な
が
ら
地
域
の
手
本
と
し
て
、
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
一
緒
に
歩
い
て
い
た
だ
け
る「
わ

ん
ち
ゃ
ん
と
そ
の
家
族
」を
募
集
し
ま
す
の
で
、

家
族
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
・
場
所　

※
当
日
は「
１
Ｄ
Ａ
Ｙ
し
つ

け
教
室
」を
実
施
し
ま
す
。

▽
事
前
講
習
Ａ
組　

８
月
23
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　

内
吉
野
保
健
所

▽
事
前
講
習
Ｂ
組　

８
月
30
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　

内
吉
野
保
健
所

▽
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　

９
月
23
日（
火
・
祝
）

　
　
　
　
　
　
　
　

五
万
人
の
森

　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
12
時

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

で
、
犬（
畜
犬
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射
済

み
で
、他
犬
と
ト
ラ
ブ
ル
な
く
歩
け
る
こ
と
）

を
飼
育
し
て
い
る
人

■
定
員　

各
組　

10
家
族（
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は

両
組
と
も
参
加
で
き
ま
す
。）

■
申
込
締
切　

８
月
20
日（
水
）

■
申
込
・
問
合
先　

　

奈
良
県
内
吉
野
保
健
所（
藤
井
）

　

☎
２
２
・
３
０
５
１

　

FAX
２
５
・
３
６
２
３

下
水
道
の
日｢

施
設
見
学
会｣

　

９
月
10
日
は「
下
水
道
の
日
」で
す
。
県
内
４

箇
所
の
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は「
下
水
道
の
日
」の

行
事
と
し
て
、
各
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
施
設
見
学

会
を
行
い
ま
す
。
土
、
日
曜
日
に
は
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
も
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

９
月
６
日（
土
）～
９
月
10
日（
水
）10

時
～
16
時（
受
付
は
午
後
３
時
ま
で
）

※
宇
陀
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
み
９
月
６
日（
土
）

～
12
日(

金)

■
土
、
日
曜
日
の
イ
ベ
ン
ト

　

浄
化
セ
ン
タ
ー
・
第
二
浄
化
セ
ン
タ
ー

▽
浄
化
セ
ン
タ
ー　

金
魚
す
く
い
・
輪
投
げ　

他
▽
第
二
浄
化
セ
ン
タ
ー　

ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
・

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
・
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

　

他

■
日
曜
日
の
イ
ベ
ン
ト

　

宇
陀
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
・
吉
野
川
浄
化
セ
ン

タ
ー

▽
宇
陀
川
浄
化
セ
ン
タ
ー　

金
魚
す
く
い
・
綿

菓
子
・
野
菜
の
苗
プ
レ
ゼ
ン
ト　

ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト　

他

▽
吉
野
川
浄
化
セ
ン
タ
ー　

ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
・

エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り　

他

■
申
込
方
法　

各
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
当
日
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
団
体
の
場
合
は
前
日
ま

で
）　

■
問
合
先　

▽
吉
野
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

　
（
五
條
市
二
見
５
丁
目
）

　

☎
２
２
・
８
６
３
１

▽
浄
化
セ
ン
タ
ー

　
（
大
和
郡
山
市
額
田
部
南
町
）

　

☎
０
７
４
３
・
５
６
・
２
８
３
０

▽
第
二
浄
化
セ
ン
タ
ー

　
（
北
葛
城
郡
広
陵
町
萱
野
）

　

☎
０
７
４
５
・
５
６
・
３
４
０
０

▽
宇
陀
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

　
（
宇
陀
市
榛
原
区
福
地
）

　

☎
０
７
４
５
・
８
２
・
５
７
２
５

み
ん
な
で
、
歩
き
ま
せ
ん
か

　　

み
ん
な
で
楽
し
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
し
ょ

う
。

■
日
時　

９
月
13
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
か
ら
10
時
30
分

■
場
所　

上
野
公
園
で
集
合
し
て
コ
ス
モ
ス
畑

ま
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
す
。

　

雨
天
の
場
合
は
二
見
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
ま
す
。

■
対
象
者　

五
條
市
に
在
住
す
る
人

■
内
容　

３
km
程
度
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

■
指
導
者　

五
條
市
運
動
普
及
推
進
員

■
定
員　

30
人

■
持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
タ
オ
ル
、

水
分
補
給
の
で
き
る
も
の
、
雨
天
の
場
合
上

履
き

■
申
込
締
切　

９
月
11
日（
木
）

■
申
込
先　

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
成
人
保
健
係　

　

本（
内
線
２
９
０
）

男
の
趣
味
講
座（
グ
ラ
ス
ア
ー
ト
）

　　

グ
ラ
ス
ア
ー
ト
で
玄
関
先
に
飾
る
ウ
ェ
ル
カ

ム
ボ
ー
ド
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
専
用
フ
ィ

ル
ム
と
リ
ー
ド
線
を
つ
か
っ
て
簡
単
に
作
成
出

来
ま
す
。
自
分
の
作
品
で
玄
関
先
を
華
や
か
に

し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

９
月
28
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら

■
場
所　

中
央
公
民
館　

■
定
員　

20
人（
五
條
市
に
在
住
又
は
勤
務
す

る
中
学
生
以
上
の
方
・
女
性
の
参
加
歓
迎
）

■
テ
ー
マ　

ウ
ェ
ル
カ
ム
・
ボ
ー
ド
を
作
ろ
う

■
指
導
者　

長
谷
川
眞
紀
先
生（
日
本
グ
ラ
ス

ア
ー
ト
協
会
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

■
参
加
費　

２
，
３
０
０
円（
利
用
団
体
会
費

３
０
０
円
を
含
む
）

■
持
ち
物　

は
さ
み

■
申
込
方
法　

８
月
31
日（
日
）ま
で
に
、
参
加

費
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

■
そ
の
他　

託
児
有
り
（
２
歳
以
上
就
学
前
の

幼
児
・
要
予
約
・
無
料
）

■
問
合
先　

　

中
央
公
民
館　

　

☎
２
４
・
２
０
０
１

手
作
り
ア
ク
セ
サ
リ
ー
講
座

パ
ー
ル
ネ
ッ
ク
レ
ス

　

今
回
は
と
て
も
簡
単
。
パ
ー
ル
を
糸
に
通
す

だ
け
の
パ
ー
ル
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
作
り
ま
す
。（
公

民
館
に
見
本
が
あ
り
ま
す
）

■
日
時　

８
月
25
日（
月
）▽
午
前
９
時
30
分
か

ら
▽
午
後
１
時
30
分
か
ら（
ど
ち
ら
か
）

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

午
前
10
人
・
午
後
10
人（
五
條
市
に

在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
中
学
生
以
上
の
女

性
）

■
指
導
者　

松
本
美
央
先
生

■
参
加
費　

８
０
０
円（
材
料
費
５
０
０
円
、

利
用
団
体
連
絡
協
議
会
費
３
０
０
円
）

■
持
ち
物　

ビ
ー
ズ
の
作
業
を
す
る
時
の
敷
物

（
柄
の
な
い
ハ
ン
カ
チ
等
）

■
申
込
方
法　

８
月
17
日（
日
）ま
で
に
参
加
費

を
添
え
て
中
央
公
民
館
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

■
そ
の
他　

託
児
有
り
（
２
歳
以
上
就
学
前
の

幼
児
・
要
予
約
・
無
料
）

■
申
込
・
問
合
先　

　

中
央
公
民
館

　

☎
２
４
・
２
０
０
１

　

草
木
染
め（
柿
渋
）講
座

　
「
手
作
り
お
し
ゃ
れ
講
座
」は
、
自
分
ら
し
く

お
し
ゃ
れ
を
楽
し
み
た
い
女
性
の
講
座
で
す
。

今
回
は
柿
渋
で
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
を
染
め
て

み
ま
し
ょ
う
（
簡
単
、
安
全
で
自
然
に
優
し
い

柿
渋
染
め
で
す
）。

■
日
時　

９
月
22
日（
月
）午
前
10
時
～
午
後
３

時　

各
自
昼
食
の
用
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

20
人（
五
條
市
に
在
住
ま
た
は
勤
務

す
る
中
学
生
以
上
の
女
性
）

■
テ
ー
マ　

型
染
め
の
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト

■
指
導
者　

カ
ッ
キ
ー
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん

■
参
加
費　

１
，
６
０
０
円（
材
料
費
１
，

３
０
０
円
、
利
用
団
体
連
絡
協
議
会
費

３
０
０
円
）

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
ビ
ニ
ー
ル

袋
、
筆
記
用
具

■
申
込
方
法　

９
月
10
日（
水
）ま
で
に
参
加
費

を
添
え
て
中
央
公
民
館
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い

■
そ
の
他　

託
児
有
り
（
２
歳
以
上
就
学
前
の

幼
児
・
要
予
約
・
無
料
）

チャレンジウォーク2008を
開催します
　今回からファミリーコース（２１．０９７５km）の
みの開催となりました
■日時　　　１０月５日（日）　※小雨決行
■集合場所　五條市上野町
　　　　　　　「上野公園多目的グラウンド」
■コース
　▽ファミリーコース＝上野公園発着、21.0975km
　　　　　　　　　　　午前８時受付
■参加資格　制限はありませんが、小学３年生以下
の児童は保護者同伴で参加してください。また、自
己の健康を確認のうえ申込んでください。
■申込方法
　①参加申込書に必要事項を記入し、青少年センター

へ申込んでください。
　②郵送可。返信用の80円切手を同封してください。
　申込書は青少年センター、市役所総合案内、西吉
野・大塔支所等で８月１１日（月）から配布します。（市
役所ホームページからもダウンロードできます）
■申込期間　８月１１日（月）～９月１６日（火）まで
　　　　　　（土日祝日を除く平日

午前８時30分～午後５時15分）
　　　　　　※郵送の場合、９月１６日消印有効
※コース沿いにお住まいの皆さんにはご迷惑をかけ
ますが、ご理解とご協力をお願いします。

■申込・問合先　青少年センター
　　　　　　　　☎２２・４００１（内線３１５）
　　　　　　　　☎２４・３００４

1�おしらせ



　「広報五條」は原則新聞折り
込み（ただし全国紙等）で配布
します。新聞を購読していない、
または新聞広告等が折り込まれ
ていない世帯については、個別
発送希望の申請を行ってくださ
い。
インターネットの五條市ホームページ
（http://www.city.gojo.lg.jp/）
にも「広報五條」を掲載してい
ます。

庶務課広報係　本（内線２０８）

■
申
込
・
問
合
先　

　

中
央
公
民
館

　

☎
２
４
・
２
０
０
１

　
心
の
学
習
セ
ミ
ナ
ー「

心
が
つ
く
る
人
生
」

　

私
た
ち
の
心
の
あ
り
方（
心
づ
か
い
、
考
え

方
）に
焦
点
を
あ
て
、
心
豊
か
な
人
生
、
健
全

な
家
庭
作
り
を
皆
さ
ん
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

10
月
２
日（
木
）、
３
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
７
時
～
９
時
15
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
参
加
費　

１
，
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
別

２
８
０
円
）

■
申
込
・
問
合
先

　

心
の
学
習
サ
ー
ク
ル（
樋
口
）　

　

☎
２
３
・
２
６
８
４

催し

西
吉
野
町
盆
踊
り
大
会
を
開
催
し
ま
す

　

素
朴
な
生
活
の
中
で
育
ま
れ
た
ふ
る
さ
と
の

踊
り
を
次
の
世
代
に
伝
え
、
皆
さ
ん
で
一
緒
に

踊
り
ま
せ
ん
か
。
ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

８
月
18
日（
月
）

　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

■
場
所　

西
吉
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
西
吉
野
町
八
ツ
川
２
５
１
）

■
参
加
費　

無
料

■
問
合
先

　

西
吉
野
郷
土
芸
能
保
存
会（
薄
谷
）

　

☎
３
２
・
０
３
４
８

奈
良
県
下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
試
験
を
実
施
し
ま
す

■
日
時　

11
月
７
日（
金
）　

午
後
２
時
か
ら

■
場
所　

か
し
は
ら
万
葉
ホ
ー
ル
（
橿
原
市
小

房
町
）

■
受
験
手
数
料　

３
，
５
０
０
円（
テ
キ
ス
ト

代
を
含
む
）

■
申
込
期
間

　

８
月
25
日（
月
）～
９
月
５
日（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時（
土
・
日
曜
日
お
よ

び
郵
送
に
よ
る
受
付
は
行
な
い
ま
せ
ん
）

■
申
込
・
問
合
先

　

下
水
道
課　

本（
内
３
９
５
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

《
善
意
銀
行
》

　

昭
和
21
年
度
五
條
町
立
国
民
学
校
卒
業　

六

年
三
組
一
同

　

新
城　

康
誠（
下
之
町
）

　

和
田　

好
史（
霊
安
寺
町
）

　

丸
山　

稔
樹（
霊
安
寺
町
）

《
福
祉
基
金
》

　

五
條
市
立
中
央
公
民
館
利
用
団
体
連
絡
協
議

会

　

新
城　

康
誠（
下
之
町
）

　

岡　

昂（
住
川
町
）

音と光のファンタジー　
第３７回吉野川祭り　8月15日・16日

　第３７回吉野川祭りを８月１５日（金）、８月１６日（土）の両日に大川橋上流の吉野川河川敷
で開催します。夏の夜空を飾るファンタジックな花火をぜひお楽しみください。
　当日、午後６時から１０時まで大川橋北詰から五條３丁目（株）寺本組前までの間の車両通行
止めなど、会場周辺では交通規制を行いますので、鉄道やバスなどの公共交通機関を利用して
ください。
　周辺にお住まいの皆さんにはご不便をおかけしますが、ご協力をお願いします。
　荒天や吉野川増水のため吉野川祭りが中止の場合、当日の午後６時に最終判断し、テレホン
サービス（☎２２・２０００）でお知らせします。

８月１５日（金）
午前８時～午後４時（上野公園）
　吉野川祭り少年野球大会　予選
午後３時～日没（吉野川原）
　陸上自衛隊・海上自衛隊によるちびっ子撮
影会
日没より（吉野川原）
　夜店
　五條市手をつなぐ育成会バザー
　吉野川祭り臨時郵便局
　新町と松倉豊後守重政４００年記念事業
日没より（新町通り）
　灯火会（松倉重政400年祭実行委員会）
午後７時～
　燈ろう流し（辯天宗）
午後８時～８時３０分
　納涼花火大会（辯天宗）
奈良交通臨時バス時刻表						

停留所 １５日 １６日
五條町（Ｒ24）

▽
本町３丁目

▽
牧野小学校前

▽
田園１丁目

▽
田園５丁目

21：00
▽

21：03
▽

21：06
▽

21：10
▽

21：19

21：50
▽

21：53
▽

21：59
▽

22：03
▽

22：07

ＪＲ臨時列車時刻表
停留所 １５日 １６日

五条（発） 21：31（王寺行） 21：31（王寺行）
22：00（高田行）

８月１６日（土）
午前９時３０分～午後２時（上野公園）
　吉野川祭り少年野球大会　準決勝・決勝
午後１時～午後８時（吉野川原）
　南都乱舞～みだれまい
日没より（吉野川原）
　夜店
　五條市手をつなぐ育成会バザー
　吉野川祭り臨時郵便局
午後７時～８時（市営墓地極楽寺）
　万灯会法要
午後８時～９時
　納涼花火大会

■問合先
　吉野川祭り実行委員会（農林商工観光課内）
　本（内線２１０）
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天誅組軍旗（米田家蔵　市立五條文化博物館寄託）

天て
ん

誅ち
ゅ
う

組ぐ
み

軍
旗 第３回

　先月号に引き続き、天誅組に関係のある歴史遺産を紹介します。今回は、天誅組の軍旗に
使用されていたという幟

のぼり

です。
　幅４４センチ、高さ２２０センチの大きさがあり、大きく「中山侍

じ

従
じゅう

罷
まかり

通
とお

る」とあり、その
右横には「七

しち

生
しょう

賊
ぞく

滅
めつ

天
てん

后
ごう

照
しょう

覧
らん

」と書いてあります。
　中山侍従とは、天誅組の総大将を務めた中山忠光のことです。忠光は後に明治天皇になる
祐
さちのみや

宮の母方の叔父として、お側近くに仕えていたので中山侍従と呼ばれていました。天誅組
の変後も生き残り、長州（今の山口県）に逃れましたが、そこで暗殺されています。
　「七生賊滅」の七生とは、７回生まれかわる、つまり何度も生まれかわるということで、賊
を滅ぼすまでは何度でも生まれかわろうという天誅組の決意を表しています。また「天后照
覧」は天の神様もご覧になっているということです。
　天誅組一行が五條に来る前、河内長野の観心寺にお参りして戦勝を祈願したときに、そ
こで河内木綿を買い求めて軍旗にしたという逸話が
残っています。天誅組はこの旗を掲げて、五條代官
所を襲撃しました。
　
この軍旗は、

市立五條文化博物館で開催中の夏季企画展

「資料でたどる幕末維新

−五條・吉野を巻き込んだ時代の渦−」

（８月３１日（日）まで開催中）で展示・公開しています。

表紙写真

フリースタイルカヤック
全日本選手権

８月１１日（月）
 人権を確かめあう日

９月　３日（水）
 各種年金相談
	 場所◎商工会館
	 時間◎９時30分～16時

９月１０日（水）
 税理士による税の無料相談
	 場所◎中央公民館
	 時間◎13時30分～15時30分

毎週金曜日
 消費生活・多重債務相談
	 場所◎市役所別館相談室
	 時間◎10時～15時


